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４月後半から、６月初めまで、事業部ご

とにキックオフミーティングが行われてい

ます。今年度から組織変更した部門もあ

り、新しい雰囲気で行われているところも

あります。若い社員による施工事例の紹

介も多くあり、工事内容の変遷を感じます。

また発表内容も年々充実していると感じ

ます。準備をされる方は、大変と思います

が、仕事上でのプレゼンに利用できること

も多くあると思いますし、人前で話すよい

経験となるのではないでしょうか。また、

新しく部門に加わった方の紹介もあり、こ

れも懇親を深めるのによい機会と思いま

す。懇親会のお店選びも、担当の方は、

頭を悩ませることと思いますが、そうした

準備もまた、良い経験と思います。研修

会では、CS活動を始めたときに見たＤＶＤ

を再度視聴していただきました。おそらく

18年ぶりではないかと思います。 

 

 

シロアリの依頼件数は、予想をしていた

ことですが、今年度も前年を下回っており、

地域で違いもありますが、かなり減少して

いるエリアも多くあります。天候に依存して

いる部分もありますが、年々羽蟻の発生

は減少しています。害獣対策やグリーン

サービスの依頼は増えてきています。住

宅メンテナンスの業務内容において、郊

外や農村地域では高齢化がどんどん進

んでいるので、そうしたことを踏まえて、さ

らに新しい事業を加えていけるように取り

組んでいくことが求められます。 

 

 

 

５月に入り、２名の外国人技能実習生

が着任しました。インドネシアの 20代の女

性です。すでに実習生として日本に滞在

した経験がありビルクリーニング３級の資

格も保有しています。法律に従い、一度

母国に帰国してからの再来日になります。

日本語も日常会話には支障はなく、清掃

の技術も有しており、大変真面目で即戦

力として活躍しています。さらに、増員で

きるよう監理団体と打ち合わせを進めて

います。 

 

 

愛知県県民文化局文化芸術課の入

札案件である愛知県陶磁美術館レストラ

ン厨房等改修工事を落札しました。８月

頃より着工予定です。 

 

 

来年度の大卒新卒内定者は、現在７

名です。また、今年度よりビルワークでも

高卒新卒者の採用をスタートさせ、グル

ープ全体で求人活動を行います。グルー

プとして福島県郡山市で開催される福島

県の採用担当の先生向けのイベントに参

加します。 

キャリア採用においては、社員の紹介

による入社実績が増えてきています。ま

た、ハローワークからの紹介、当社ホーム

ページからの応募、第２新卒採用の実績

も出てきました。今のところ求人費をかけ

ずに採用が進んでおり、いい傾向です。

社屋への投資を行ったり、元請けでの受

注が増えたりで、ネット上をはじめいろいろ

な露出が増えてきたのが、良かったので

しょうか。 

 

 

６月１日から、安衛法が改正され、熱

中症対策が法律化されました。足場の設

置などと同じく対策不十分では、安衛法

違反として処理されます。対策としては、

まずは発生させないよう、今までと同様に、

体調管理、休憩時間、作業場所の管理

などが重要です。そして体調の悪い方が

発生した場合は、重篤化しないよう対応

が重要です。建設業では、元請けが対象

となり、住宅メンテナンスなどのサービス

業では、雇用している会社が対象となりま

す。内容的には今までと違いはありません

が、熱中症対策の教育を全員に徹底で

きるよう本格的に暑くなる前に再教育を

お願いします。 

 

 

昨年度の交通事故による保険金の使

用が増加して、割引率が下がってしまい、

保険の料金が増額となってしまいました。

会社には 200 台を越える車両があり、一

つの事故が大きな影響を与えます。くれ

ぐれも事故を起こさないよう安全運転に

努めましょう。 

 

 

お米の値段があがり、皆さん大変困っ

ています。備蓄米が売り出され値段が下

がってくればよいのですが。ところで今回

の騒動で、私たちはお米の流通や営農に

ついて、本当に何も知らないなと思いまし

た。マスコミ報道でも全く明らかにされま

せん。昨年度がお米の不作という話は、

ありませんでした。どちらかというとお米は

余っており、飼料用のコメに変更している

農家さんも増えているという話もありました。

いったいお米はどこにいったのでしょう。流

通経路は、きっと複雑でいろいろあると思

いますが、明らかにされません。農家さん

がどこに売って、どのように流通をとおり、

小売店にいくのか。ストックされたり、精米

されたり、小分けされたり、色々な過程を

通って小売店にいくと思いますが、もう少

しわかれば、納得もするのだと思います。

当然ながらほとんどのものが必要で、現

場ではみんな一生懸命に働いているのだ

と思います。ただ、そこで商売をしている

人たちは、利益を上げていることを知られ

たくないとか、現在の利権を中抜きされて

も困るので、流通にいる人たちが明かすこ

とは無いと思いますが、マスコミがもう少し

しっかり報道調査してもいいのに、店頭で

並んでいる人たちの報道とか、古古米で

もおいしかったなどと、どうでもいいような

ことしかニュースで扱っていません。本当

に日本のマスコミはレベルが低いと思いま

す。このニュースも海外報道で、もう少し

真実に迫ることを知ることになるのでしょう

か。少子高齢化で農家さんの人数は減っ

てきており、休耕地が増えていることは事

実と思います。よく農家さんが、儲からな

いのでなりたがらないというニュースがあり

ますが、必ずしもそうではないように思い

ます。農家さんは、自給自足であり、大き

な立派な家に住んでいる人も多く、いい

車に乗っている人も多く、どちらかというと

裕福に見えます。もちろん天候の影響も

大きく、肉体労働で苦労も多いと思いま

す。田舎に暮らす若い人は、やはり都会

に憧れる面が多いとか、田舎の土地に縛

られたくないという思いがあると思います。

そして、そもそも農家が、完全世襲制であ

り、企業などが参入できないシステムだと

いう根本的な問題にいきつくのではない

かと思います。これは、日本の歴史そのも

ので、小作農からはじまり年貢を納めると

いうシステムから始まっていることで、そう

簡単には変わらないのですが、世襲で相

続された土地で、農業するしか基本的に

お米を作ることは難しいということでは、産

業と考えたときには、衰退していくしかな

いように思います。昔は士農工商にわか

れていましたが、考えようによっては、農

業ではいまだにそのシステムが残ってい

るように思います。特に米農家は、広い土

地が必要です。現在のこうした農業シス

テムを明確にして、土地の税制や、相続

のシステムそのものを変えていくようなこと

をしないと、日本の農業は保たれないよう 
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お疲れ様です。愛知東営業所の田村です。 

これから梅雨、そして夏に向かいますが、皆さん体調を

崩さずにお過ごしでしょうか？ 

さて、話は変わりますが、写真からは想像できないと思

いますが、私は５歳から 18 歳まで本気でサッカーをして

いました。競技を離れてから少しずつ体重が増え、体力

の衰えを感じることがあります。振り返ると、中学・高校時

代は毎日ヘトヘトになりながらも頑張っていたなと思いま

す。今では、サッカーをプレーするより観戦する方が好き

になってしまいました。 

今年の６月から７月にかけて、アメリカで FIFA クラブワ

ールドカップが開催されます。この大会は、４年に一度開

催されるワールドカップのクラブチーム版です。日本から

は浦和レッズが出場します。私の推しのクラブでもあるの

で、優勝を目指して頑張ってほしいです。大会には 32 の

クラブチームが出場し、優勝をめざして合計 63試合が行

われます。テレビでは放送されない可能性もありますが、

DAZNなら視聴できるので、興味のある方はぜひ推しのチ

ームを見つけて応援してみてください。日本には、現在

J1 リーグから J3 リーグまで合わせて 60 のチームがあり

ます。まだ J リーグのチームがない都道府県もあります

が、出身地や勤務先などをきっかけに推しのクラブチー

ムを見つけてみるのもいいと思います。推しのクラブが日

本だけでなく世界で活躍することができるのが FIFA クラブ

ワールドカップです。サッカーに興味のない方も試合を観

ると興味が出てくるかもしれません。さらに、世界で活躍

できると思うとより応援の楽しさが増すと思います。 

施工事例紹介 

●施工場所 愛知県岡崎市 

●工事内容 蓄電池設置 

●仕 様 シャープ 蓄電池ハイブリッドタイプ  

               6.5kWh全負荷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■担 当 設備事業部 エコエネルギー課  加藤 惇史 

シャープ製の太陽光パネルを設置してから 15年以上経過

したお客様に、シャープ製の蓄電池を導入しました。通常、太

陽光パネルとパワーコンディショナは同じ建物に設置されるこ

とが多いですが、このお客様のケースでは、太陽光パネルが

設置されている場所と、パワーコンディショナを新設する建物

が異なり、約 20ｍ離れていました。そこで、離れた距離の配

管が目立たないように、排水溝を通したり、下屋の裏側を走ら

せたりすることで、すっきりとした仕上がりになりました。 

中部第一事業部 愛知東営業所 

    田村 旭宏 

「クラブワールドカップ」 

★Happy News★ 

資格取得おめでとうございます 

★総務部 西田係長 

危険物取扱者（乙種４類） 

★東京事業部 東京中央営業所 井上さん 

建設業経理士２級 

★大阪事業部 阪神営業所 大西さん 

★東京事業部 東京西営業所 小川さん 

建設業経理事務士３級 

入社社員紹介 

★六田 好男 大阪事業部 奈良営業所 73歳 
資格：二級建築士、１級建築施工管理技士、 

１級土木施工管理技士 
趣味：カラオケ、山歩き  

  「73歳で奈良営業所に嘱託として採用されました。
会社の要望に応えられるよう精進します。よろしくお
願いします。」 

★荒井 美貴 東京事業部 東京西営業所 34歳 
趣味：旅行、ドライブ、スノーボード 
「前職では保育士として働いていました。新しい業界
で、毎日新鮮な気持ちで働かせてもらっています。
これから頑張ります。よろしくお願いします。」 

に思います。米は主食で、この国の国力

を保つためにも、安定供給されないとさす

がに心配になります。わからないことが多

すぎます。もっとクリアにオープンにして、 

 

就職先や起業家として、若者が米を作る

というようになればいいのにと思います。他

の仕事のように転職もできるとか。もちろん

いい技術を身に着け、美味しい米をつくる

に 

 

には、長く仕事をしないと他の職業と同じ

でプロにはなれないと思いますが。 

 


